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動
き
出
し
た
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
（
１
）

〜
制
度
の
概
要
〜

福
本
　
　
葵

１
　
は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
一
月
四
日
、
日
本
銀
行
当
座
預
金
決
済
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
（R

ealT
im

e
G

ross
Settlem

ent,

即
時
グ
ロ
ス
決
済
）
化
と

と
も
に
、
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
稼
動
し
た
。
懸
念
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
目
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
順
調
な
滑
り
出
し

で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
初
日
だ
け
で
な
く
、
新
発
十
年
国
債
発
行
の
一
月
二
五
日
も
注
意
を
要
す
る
日
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
日
も
大
き
な
混
乱
を
起
こ
す
こ
と
な
く
推
移
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
通
常
の
取
引
量
が
円
滑
に
決
済
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
初
日
は
混
乱
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
市
場
関
係

者
が
こ
の
日
の
決
済
を
極
力
回
避
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
（
１
）。

同
じ
く
要
注
意
日
で
あ
る
一
月
二
五
日
の
決
済
分
に
つ
い
て
も
、
そ

の
日
の
受
渡
を
翌
日
以
降
に
す
る
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
月
一
九
日
に
は
、
二
〇
社
以
上
の
参
加

者
を
巻
き
込
む
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
フ
ェ
イ
ル
の
ル
ー
ル
の
整
備
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ル

の
ル
ー
ル
整
備
の
他
に
も
、
関
係
各
社
か
ら
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
稼
動
し
た
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
次
号
で
は
、

稼
動
し
た
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
ど
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
か
、
問
題
点
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の
は
何
か
を
考
察
し
た
い
。



２
　
決
済
リ
ス
ク
の
削
減
策

決
済
リ
ス
ク
に
は
、
信
用
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス
ク
が
あ
る
が
（
２
）、

Ｒ

Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
、
こ
の
う
ち
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
削
減
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
と
は
、
一
つ
の
参
加
者

の
決
済
不
履
行
が
、
連
鎖
的
に
他
の
参
加
者
の
決
済
不
履
行
を
招
く
こ
と
を
い
う
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
と
は
、
一
件
一
件
の
個
別
の
資
金
、

証
券
の
受
渡
を
フ
ァ
イ
ナ
リ
テ
ィ
を
付
与
し
て
、
即
時
に
行
う
決
済
方
法
で
あ
る
。
国
債
の
決
済
制
度
の
中
で
「
優
先
処
理
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
ま
ず
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
て
み
よ
う
。
取
引
が
約
定
さ
れ
た
後
、
決
済
の
請
求
が
な
さ
れ
る
が
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
で

は
、
請
求
さ
れ
た
決
済
が
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
実
行
さ
れ
る
た
め
、
決
済
に
か
か
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

の
決
済
方
法
で
は
、
日
中
の
一
時
点
ま
で
、
決
済
の
請
求
を
蓄
積
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
未
決
済
の
請
求
を
積
み
上
げ
て
い
た
。
こ

の
た
め
、
一
つ
の
参
加
者
が
決
済
不
履
行
と
な
る
と
、
そ
の
時
点
で
積
み
上
が
っ
て
い
る
決
済
の
請
求
が
全
て
滞
っ
て
し
ま
う
事
態

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
で
あ
る
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
の
後
は
、
決
済
の
請
求
が
次
々
と
実
行

さ
れ
る
の
で
、
仮
に
一
つ
の
参
加
者
が
決
済
不
履
行
と
な
っ
て
も
、
そ
の
リ
ス
ク
が
他
の
参
加
者
全
体
に
及
ぶ
こ
と
が
な
く
な
る
。

し
か
し
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
決
済
で
は
、
一
時
点
ま
で
の
取
引
を
相
殺
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
決
済
に
必
要
な
証
券
や
資
金
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
後
の
も
の
を
用
意
す
れ
ば
事
足
り
た
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
後
は
、
基
本
的

に
は
一
件
一
件
の
証
券
や
資
金
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
に
相
対
す
る
決
済
方
法
と
し
て
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
決
済
が
あ
る
。
こ
れ
は
決
済
制
度
に
参
加
す
る
参
加
者
の
債
権
債
務

を
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
（
相
殺
）
し
て
、
そ
の
ネ
ッ
ト
尻
の
み
を
決
済
す
る
方
法
で
あ
る
。
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
が
実
行
さ
れ
る
以
前
、
採
用
さ
れ

て
い
た
国
債
の
「
一
般
処
理
」
は
午
後
三
時
の
時
点
で
参
加
者
の
売
り
買
い
を
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
一
件
一
件
、
即
時
に
行
わ
れ
る
た
め
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
・
リ
ス
ク
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
決
済
に
大
量
の
証
券
お
よ
び
資
金
を
必
要
と
す
る
と
い
う
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
有
し
て
い
る
。
反
対

に
、
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
決
済
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
決
済
に
必
要
な
証
券
お
よ
び
資
金
が
最
小
限
で
す
む
。
そ
の
代
わ
り
に
シ
ス
テ
ミ
ッ

ク
・
リ
ス
ク
を
包
含
す
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

３
　
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
仕
組
み

（
１
）
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
基
本
的
枠
組
み

基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
当
日
入
力
に
よ
る
優
先
処
理
（
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）
が
採
用
さ
れ
、
一
般
処
理
（
時
点
ネ

ッ
ト
決
済
）
は
廃
止
さ
れ
る
。
優
先
処
理
と
は
、
請
求
の
受
け
付
け
が
行
わ
れ
る
と
、
遅
帯
な
く
処
理
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
一
般
処
理
と
は
、
登
録
日
、
受
付
日
の
一
時
点
に
複
数
の
請
求
を
ま
と
め
て
処
理
す
る
方
法
を
い
う
。

①
　
市
中
金
融
機
関
等
の
間
の
国
債
の
受
渡

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
国
債
の
保
有
形
態
に
は
、
二
通
り
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
登
録
国
債
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
国
債
振
替
決
済

制
度
の
中
で
、
国
債
を
保
有
す
る
形
態
で
あ
る
（
以
下
、
振
決
国
債
と
い
う
）
（
３
）。

国
債
の
登
録
制
度
は
、
一
九
〇
六
年
に
「
国
債
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
国
債
権
者
等
の
権
利
保
全
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
登
録
機
関
」

と
し
て
の
日
本
銀
行
に
対
し
、
国
債
権
者
で
あ
る
個
人
、
お
よ
び
企
業
等
が
直
接
登
録
を
す
る
。
日
本
銀
行
に
は
、
登
録
簿
が
備
わ

っ
て
お
り
、
国
債
の
売
買
を
行
っ
た
も
の
は
、
日
本
銀
行
に
移
転
登
録
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
登
録
名
義
を
変
更
す
る
。
登
録

簿
の
記
載
に
よ
っ
て
、
第
三
者
対
抗
要
件
を
具
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
国
債
の
振
替
決
済
制
度
と
は
、
一
九
八
〇
年
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
、
受
渡
し
、
保
管
の
合
理
化
、
簡
略
化
を
目
的
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と
し
て
い
る
。
顧
客
は
、
国
債
を
間
接
参
加
者
で
あ
る
銀
行
ま
た
は
証
券
会
社
、
ま
た
は
、
直
接
参
加
者
で
あ
る
銀
行
ま
た
は
証
券

会
社
に
寄
託
す
る
。
間
接
参
加
者
は
、
顧
客
分
と
自
己
分
と
を
合
わ
せ
て
直
接
参
加
者
に
再
寄
託
し
、
直
接
参
加
者
は
、
こ
れ
も
ま

た
、
自
己
分
と
合
わ
せ
て
、
受
寄
機
関
で
あ
る
日
本
銀
行
に
再
寄
託
す
る
。
参
加
者
は
顧
客
名
簿
を
日
本
銀
行
は
参
加
者
帳
簿
を
管

理
し
て
お
り
、
売
買
を
行
っ
た
場
合
は
、
こ
の
口
座
上
の
振
替
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
る
。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
導
入
後
、
市
中
金
融
機
関
等
の
間
で
の
登
録
国
債
の
移
転
登
録
請
求
お
よ
び
振
決
国
債
の
口
座
振
替
指
図
は
、
優
先
処

理
と
な
っ
た
（
４
）。

②
　
市
中
金
融
機
関
等
と
日
本
銀
行
と
の
間
の
国
債
の
受
渡

今
年
一
月
の
国
債
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
導
入
に
よ
っ
て
、
国
債
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
受
渡
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
シ

ス
テ
ム
の
対
応
等
の
理
由
よ
り
、
い
く
つ
か
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
導
入
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
順
次
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
計
画
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
の
一
つ
が
、
日
本
銀
行
が
外
国
中
央
銀
行
等
か
ら
保
護
預
り
し
て
い
る
国
債
の
受
渡

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
務
処
理
体
制
の
変
更
や
こ
れ
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
手
当
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化

導
入
後
も
一
般
処
理
さ
れ
て
い
る
（
６
）。

ま
た
、
日
本
銀
行
は
、
必
要
に
応
じ
、
金
融
市
場
に
お
い
て
、
国
債
等
の
債
券
や
手
形
の
売
買
取
引
を
行
い
、
市
場
に
資
金
を
供

給
（
買
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
や
、
市
場
か
ら
資
金
を
吸
収
（
売
り
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
し
、
金
融
市
場
に
お
け
る
資
金
の
過
不
足

を
調
整
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
資
金
を
吸
収
す
る
場
合
の
方
策
に
Ｆ
Ｂ
オ
ペ
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
政
府
短
期
証
券
の
買
戻
し
条

件
付
売
却
を
い
う
。
ま
た
、
短
期
的
な
金
融
調
節
手
段
と
し
て
の
金
融
市
場
へ
の
一
時
的
な
資
金
供
給
を
目
的
と
す
る
場
合
の
方
策

に
Ｔ
Ｂ
オ
ペ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
割
引
短
期
国
債
の
売
戻
条
件
付
買
い
入
れ
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
決
済
に
関
し
て
は
、
シ
ス
テ
ム
対
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応
が
比
較
的
軽
微
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
中
金
融
機
関
等
と
日
本
銀
行
と
の
間
の
国
債
の
受
渡
は
優
先
処
理
で
、
資
金
決
済
は
、
即

時
処
理
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
長
国
オ
ペ
、
資
金
運
用
部
、
国
債
整
理
基
金
対
市
中
国
債
売
買
に
つ
い
て
は
、
日
本
銀
行
、
資
金
運
用
部
お
よ
び
国

債
整
理
基
金
が
国
債
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
の
市
場
参
加
者
間
で
の
転
売
ニ
ー
ズ
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
中
金
融
機

関
等
と
日
本
銀
行
等
と
の
間
の
国
債
の
受
渡
し
を
優
先
処
理
で
、
そ
の
資
金
決
済
を
即
時
処
理
で
同
時
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
日

本
銀
行
等
が
国
債
を
譲
受
け
る
場
合
に
は
、
市
中
金
融
機
関
等
と
日
本
銀
行
等
と
の
間
の
国
債
の
受
渡
し
を
一
般
処
理
で
、
そ
の
資

金
決
済
を
三
時
同
時
処
理
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
一
般
処
理
が
残
っ
て
い
る
取
引
に
つ
い
て
も
順
次
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
予
定
さ

れ
て
い
る
（
７
）。

③
　
国
債
発
行
・
払
込

国
債
発
行
・
払
込
に
つ
い
て
、
引
受
・
応
募
代
金
の
払
込
は
三
時
同
時
処
理
で
、
国
債
の
当
初
登
録
お
よ
び
当
初
寄
託
は
一
般
処

理
で
行
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
日
本
銀
行
小
切
手
に
よ
り
、
引
受
・
応
募
代
金
の
払
込
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
即
時
処
理
で
行
い
、

国
債
の
当
初
登
録
お
よ
び
当
初
寄
託
を
優
先
処
理
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
発
行
日
当
日
取
引
つ
ま
り
、
国
債
の
発
行
日
に
こ

の
国
債
を
転
売
す
る
取
引
の
決
済
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
日
中
の
早
い
段
階
で
の
当
初
登
録
、
当
初
寄
託
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
日
本
銀
行
で
は
、
国
債
の
発
行
に
つ
い
て
も
、
二
〇
〇
二
年
の
半
ば
を
目
途
に
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
を
導
入
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
（
８
）。

（
２
）
国
債
入
力
締
切
り
時
刻
の
延
長

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
後
は
、
日
銀
ネ
ッ
ト
系
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
先
日
付
入
力
、
つ
ま
り
、
入
力
日
の
翌
日
以
降
の
営
業
日
を
決
済
日
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と
し
て
指
定
し
た
入
力
が
廃
止
さ
れ
る
。
国
債
系
参
加
者
は
、
決
済
日
の
当
日
に
す
べ
て
の
入
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
後
は
、
国
債
系
参
加
者
が
、
一
般
処
理
の
後
、
国
債
の
発
行
・
払
込
等
に
お
い
て
、
当
初
登
録
ま
た
は
当
初
寄
託

さ
れ
た
国
債
や
外
国
中
央
銀
行
等
か
ら
譲
受
け
た
国
債
を
他
の
市
中
金
融
機
関
等
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に

備
え
て
、
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
シ
ス
テ
ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
入
力
締
切
り
時
間
は
現
行
の
一
五
時
か
ら
一
時
間
半
延
長
さ
れ
一
六
時
半

ま
で
と
な
っ
た
。
同
様
に
書
面
の
受
付
時
間
も
延
長
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
債
の
発
行
日
に
は
、
入
力
締
切
時
刻
は
さ
ら
に
一
七
時
ま

で
延
長
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
機
能

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
後
に
お
い
て
、
国
債
取
引
の
Ｄ
Ｖ
Ｐ
の
円
滑
な
決
済
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

「
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
」
機
能
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
決
済
に
大
量
の
資
金
や

証
券
を
必
要
と
す
る
と
い
う
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
策
で
あ
る
。

一
九
九
八
年
の
案
で
は
、
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
機
能
の
対
象
国
債
は
、
登
録
国
債

と
振
決
国
債
の
双
方
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
五
月
、
登
録
国
債
は
当
該

機
能
の
対
象
と
し
な
い
旨
の
一
部
改
正
提
案
が
発
表
さ
れ
、
同
年
六
月
に
こ
の
方
針
が
決
定

さ
れ
た
。

①
　
機
能
の
概
要

（
ａ
）
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
参
加
者
が
Ｄ
Ｖ
Ｐ
に
よ
り
国
債
を
譲
受
け
る
場
合
に
は
、
譲
受

国
債
を
日
本
銀
行
に
担
保
と
し
て
差
入
れ
る
。
日
本
銀
行
か
ら
は
日
中
当
座
貸
越
を
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受
け
、
当
該
資
金
を
代
金
の
支
払
い
に
充
当
す
る
。
こ
の
場
合
、
譲
受
人
に
よ
る
譲
受
国
債
の
日
本
銀
行
へ
の
担
保
差
入
、

日
本
銀
行
に
よ
る
日
中
当
座
貸
越
の
供
与
、
譲
受
人
に
よ
る
国
債
買
入
代
金
の
支
払
、
と
い
う
三
つ
の
処
理
を
同
時
に
行
う
。

（
ｂ
）
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
参
加
者
が
Ｄ
Ｖ
Ｐ
に
よ
り
国
債
を
譲
渡
す
る
場
合
に
は
、
日
本
銀
行
に
担
保
と
し
て
差
入
れ
て
い
る
国

債
を
受
け
戻
す
こ
と
で
、
譲
渡
国
債
を
手
当
て
し
、
譲
渡
人
か
ら
受
領
し
た
受
領
代
金
を
日
中
当
座
貸
越
の
返
済
に
当
て
る
。

こ
の
場
合
、
日
本
銀
行
に
よ
る
譲
渡
人
へ
の
差
入
担
保
国
債
の
返
戻
、
譲
渡
人
に
よ
る
日
中
当
座
貸
越
の
返
済
、
お
よ
び
譲

渡
人
に
よ
る
国
債
の
引
渡
、
と
い
う
三
つ
の
処
理
を
同
時
に
行
う
。

（
ｃ
）
同
一
取
引
に
お
い
て
、
国
債
の
譲
受
人
お
よ
び
譲
渡
人
が
と
も
に
「
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
」
機
能
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
前
述
の
（
ａ
）
お
よ
び
（
ｂ
）
の
両
方
の
処
理
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

②
　
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
の
要
件

国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
当
預
シ
ス
テ
ム
の

利
用
先
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
次
に
、
当
座
貸
越
取
引
先
で
あ
る
こ
と
が
二
つ
目
の
要
件
で
あ
る
。

③
　
利
用
方
法

（
ａ
）
資
金
決
済
方
法

国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
場
合
の
資
金
決
済
は
、
今
ま
で
の
当
座
勘
定
と
は
別
の
、
専
用
の
当
座
勘
定

口
座
を
通
じ
て
行
う
。
当
シ
ス
テ
ム
利
用
者
は
、
予
め
こ
の
口
座
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
場
合
の
当
座
貸
越
の
供
与
・
回
収
も
、
専
用
口
座
に
て
行
う
。
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（
４
）
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
に
お
け
る
新
設
機
能

①
　
市
中
サ
ポ
ー
ト
機
能

日
銀
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、
譲
渡
人
が
日
本
銀
行
に
対
し
て
、「（
譲
渡
人

が
）
資
金
を
当
座
預
金
に
入
金
す
る
と
同
時
に
、
自
己
の
保
有
す
る
国
債
の
受
払
い
」
を
依
頼
す
る
。
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
受
払
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
は
、「（
譲
渡
人
が
）
資
金
を
入
金
す
る
と
同
時
に
、
国
債
受
渡
担
保
返
戻
」
を
依
頼
す
る
。

第
二
段
階
と
し
て
、
譲
受
人
が
そ
の
入
力
を
確
認
後
、
日
本
銀
行
に
対
し
て
、「（
譲
受
人
が
）
国
債
を
譲
受
け
る
と
同
時
に
、
当

該
国
債
の
代
金
を
自
己
の
当
座
預
金
口
座
か
ら
引
落
と
す
」
依
頼
を
す
る
入
力
を
行
う
。
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
受
払
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
は
、「（
譲
受
人
が
）
国
債
を
譲
受
け
る
と
同
時
に
、
代
金
を
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
、
担
保
を
差
入
れ
る
」
依
頼
を
入
力
す
る
。

第
三
に
、
譲
受
人
の
入
力
時
に
、
国
債
お
よ
び
資
金
の
残
高
不
足
が
な
い
場
合
に
決
済
が
実
行
さ
れ
る
。
国
債
の
受
渡
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
譲
渡
人
、
譲
受
人
と
も
、
正
確
か
つ
迅
速
な
入
力
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
正
確
か
つ
迅
速
な
入

力
を
支
え
る
た
め
に
、
以
下
の
機
能
が
新
設
さ
れ
た
。

（
ａ
）
確
認
依
頼
事
項
通
知

先
に
述
べ
た
第
二
段
階
で
、
譲
受
人
が
入
力
す
る
に
当
た
り
、
国
債
の
受
渡
に
か
か
る
譲
渡
人
の
入
力
内
容
に
誤
り
等
が
あ
っ
た

場
合
、
譲
受
人
が
譲
渡
人
に
対
し
て
、「
譲
渡
人
が
入
力
し
た
内
容
を
確
認
す
る
よ
う
に
依
頼
す
る
」
通
知
を
行
う
機
能
。

（
ｂ
）
残
高
不
足
通
知

同
じ
く
第
二
段
階
で
、
譲
受
人
が
入
力
し
た
時
点
で
、
譲
渡
人
の
国
債
残
高
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
取
引
の
決
済
が
で
き
な
い

場
合
、
譲
渡
人
に
残
高
不
足
で
あ
る
こ
と
を
通
知
す
る
機
能
。

（
ｃ
）
資
金
受
渡
依
頼
入
力
所
要
時
間
の
出
力
帳
票
へ
の
表
示
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個
々
の
取
引
が
処
理
さ
れ
る
都
度
、
国
債
受
渡
に
か
か
る
譲
渡
人
の
入
力
か
ら
、
資
金
受
渡
に
か
か
る
譲
受
人
の
入
力
ま
で
の
所

要
時
間
を
双
方
に
通
知
す
る
機
能
。

②
　
振
決
国
債
の
預
り
口
の
Ｄ
Ｖ
Ｐ
対
応

国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ
同
時
担
保
受
払
機
能
を
利
用
で
き
る
の
は
、
振
決
国
債
の
み
で
あ
り
、
登
録
国
債
は
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
一
九
九
九
年
三
月
の
租
税
特
別
措
置
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
国
債
利
子
課
税
制
度
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
い
る
。

国
債
利
子
課
税
制
度
の
改
正
で
は
、
ま
ず
、
非
居
住
者
ま
た
は
外
国
法
人
が
保
有
す
る
振
決
国
債
の
利
子
で
、
そ
の
計
算
期
間
が
平

成
一
一
年
九
月
一
日
以
降
開
始
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
租
税
特
別
措
置
法
に
定
め
る
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
条
件

に
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
租
税
特
別
措
置
法
第
八
条
一
項
に
規
定
す
る
金
融
機
関
お
よ
び
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
証
券
業
者
（
以
下
、
指
定
金
融
機
関
等
」
が
保
有
す
る
個
別
登
録
国
債
の
利
子
で
、
そ
の
計
算
期
間
が
平
成

一
三
年
一
月
一
日
以
降
開
始
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
不
採
用
を
廃
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
二
点
の
改
正
に
よ
っ
て
、
非
居
住
者
は
、
平
成
一
一
年
年
九
月
一
日
よ
り
利
子
に
か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
免
除
を
受

け
る
た
め
に
、
保
有
形
態
を
登
録
国
債
か
ら
振
決
国
債
に
変
更
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
指
定
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
も
、

平
成
一
三
年
一
月
一
日
よ
り
、
利
子
に
か
か
る
源
泉
徴
収
の
不
適
用
措
置
を
受
け
る
べ
く
、
同
じ
く
登
録
国
債
か
ら
振
決
国
債
に
シ

フ
ト
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、
当
初
は
、
登
録
国
債
・
振
決
国
債
の
種
類
を
問
わ
ず
国
債
Ｄ
Ｖ
Ｐ

同
時
担
保
受
払
機
能
を
手
当
て
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
動
き
の
背
景
に
は
、
国
債
大
量
発
行
に
対
応
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
欧
米
並
み
に
市
場
を
整
備
し
、
こ
れ
ま
で

国
内
投
資
家
が
中
心
で
あ
っ
た
国
際
市
場
に
、
海
外
か
ら
の
資
金
流
入
を
図
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
９
）。
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（
５
）
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
Ｃ
Ｐ
Ｕ
接
続

Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
で
は
、
利
用
者
の
自
社
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
債
残
高
と
電
文
送
受
信
状
況
等
に
つ
き
、
一
元
管
理
す
る
た
め
に
、

日
銀
ネ
ッ
ト
系
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
日
銀
ネ
ッ
ト
を
シ
ス
テ
ム
接
続
す
る
Ｃ
Ｐ
Ｕ
接
続
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

４
　
小
括

日
本
に
お
け
る
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
今
年
一
月
四
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
稼
動
し
た
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
し
た
。
次
号
で
は
、
現
在
、
国
債
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
は
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
、
現
状
を
概
観
し
、
ま
た
、
国
債
の
Ｒ
Ｔ

Ｇ
Ｓ
の
問
題
点
と
し
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
を
整
理
し
た
い
。

注（
１
）

「
国
債
決
済
は
、
予
定
決
済
件
数
が
極
め
て
少
な
目
と
な
る
な
か
、
予
定
さ
れ
た
決
済
は
、
午
前
中
中
心
に
ほ
ぼ
す
べ
て
完
了
し
た
模
様

で
あ
る
。」http://w

w
w

.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

よ
り
。

（
２
）

拙
稿
「
証
券
決
済
リ
ス
ク
と
そ
の
削
減
策
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
Ｎ
ｏ．

一
五
七
七
、
財
団
法
人
日
本
証
券
経
済
研
究
所，

四
八
〜
五
九
頁
、

一
九
九
九
年
一
二
月
。

（
３
）

国
債
の
保
有
形
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
債
の
保
有
形
態
―
登
録
国
債
と
振
決
国
債
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
Ｎ
ｏ．

一
五
八
一
、
財
団
法

人
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
四
〇
〜
五
〇
頁
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
参
照
。

（
４
）

http://w
w

w
.boj.or.jp/set/set9902a.htm
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（
５
）

http://w
w

w
.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

（
６
）

http://w
w

w
.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

「
日
本
銀
行
が
保
護
預
り
を
行
う
外
国
中
央
銀
行
等
に
よ
る
国
債
取
引
以
下
の
二
段

階
に
よ
り
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
ａ
）
外
国
中
央
銀
行
等
が
振
決
国
債
を
引
渡
す
取
引
（
当
日
中
に
受
入
れ
た
振

決
国
債
を
引
渡
す
取
引
を
除
く
）
平
成
一
三
年
中
を
目
途
に
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
を
実
現
す
る
予
定
で
す
。（
ｂ
）
外
国
中
央
銀
行
等
か
ら
の
保
護

預
り
に
か
か
る
そ
の
他
の
国
債
取
引
（
外
国
中
央
銀
行
等
が
振
決
国
債
を
受
入
れ
る
取
引
、
当
日
中
に
受
入
れ
た
振
決
国
債
を
引
渡
す
取

引
等
）
上
記
（
ａ
）
実
施
後
の
極
力
早
い
時
期
に
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
を
実
現
す
る
方
向
で
、
外
国
中
央
銀
行
等
の
預
り
金
に
か
か
る
資
金
決
済

の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
と
あ
わ
せ
て
検
討
中
で
す
。」

（
７
）

http://w
w

w
.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

（
８
）

二
〇
〇
一
年
四
月
二
五
日
付
日
本
経
済
新
聞
お
よ
びhttp://w

w
w

.boj.or.jp/seisaku/99/seisak_f.htm

（
９
）

一
九
九
九
年
四
月
三
日
付
、
日
本
経
済
新
聞
。

【
参
考
文
献
】
日
本
銀
行
、「
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
対
応
の
具
体
的
内
容
お
よ
び
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
シ
ス
テ
ム
の

運
行
に
つ
い
て
」『
日
本
銀
行
調
査
月
報
』
一
九
九
九
年
三
月
号
。

（
ふ
く
も
と
　
あ
お
い
・
研
究
員
）
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